


【国保】 

 

Ｊ-56 抜歯手術⑪（難抜歯加算） 

 

《令和４年９月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「Ｐ急発」病名で、難抜歯加算の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

Ｐ急発病名であっても、抜歯手術を行う歯が歯根肥大、骨の癒着歯又は

歯根彎曲等を生じている場合は、骨の開さく又は歯根分離等を行うことが

臨床上あり得るものと考えられる。 


